
 
 

 

【家庭教育支援チーム】 
 

（１）活動主体（チーム）について 

①チーム名 

（呼称） 

 

三次市三次町家庭教育支援チーム 

（呼称：みよし学園家庭教育支援チーム“きりこちゃん”） 

 

②活動拠点 三次市立三次小学校ともえ教室 

③活動範囲 三次市三次町全域 

④組織体制 
  １３ 人  

母子保健推進員（10 人），女性会（２人），元教員（１人） 

⑤活動開始年度  令和４年度  

⑥問合せ先 

 

（部署・氏名等） 

三次市教育委員会文化と学びの課 五反田悠己 

（TEL）0824-62-6191  （E-mail）bunka@city.miyoshi.hiroshima.jp 

 

（２）活動内容について 

①活動形態 

（複数チェック可能） 

☐保護者等への学びの場の提供 

保護者等への地域の居場所づくり 

アウトリーチ型家庭教育支援（※保護者の居場所に出向いて届ける支援） 

    ☐自宅に届ける支援（情報提供、相談対応等） 

    保育所・幼稚園・学校等に届ける支援（情報提供、相談対応等） 

    その他の保護者に届ける支援（情報提供、相談対応等） 

☐その他（                          ） 

②活動対象 

（複数チェック可能） 

乳幼児 小学生（低学年） 小学生（中学年） 小学生（高学年） 

中学生 ☐高校生以上     

の子供を持つ保護者に対する活動を実施 



③活動内容 

【具体的な活動内容】 

①親子向けイベントにおける活動 

三次市地域子育て支援センターDASAIYA が行うイベント（七夕、クリス

マス、ハロウィンなど）において、親子向けに紙芝居や絵本の読み聞かせ

などを行っている。 

②町内の保育園が実施する開放保育における保護者の相談対応 

三次町内の保育園が定期的（月１回）に実施する開放保育（地域の保

育園に通園している子供以外の子供（未就園児）に保育を開放）に、母子

保健推進員を中心とした家庭教育支援チームのメンバーが出向いて、開

放保育に参加した保護者と対話をする中で、子育てに関する相談対応を

行っている。 

また、開放保育について対象となる親子に周知するため、チラシを地元

の公民館や町内の掲示板に掲示するなどの情報提供を家庭教育支援チ

ームのメンバーで協力しながら行っている。 

③ランチタイムスタディーにおける見守り活動等 

三次小学校では、給食準備の時間にともえ教室でランチタイムスタディ

ーと銘打って補充学習を行っている。ランチタイムスタディー中は、家庭教

育支援チームのメンバーが常駐する体制を整え、教職員と協力しながら、

児童の学習の見守り活動を行っている。また、学校の要請に応じて、授業

での補助（図画工作科での工作の補助や家庭科での裁縫の補助等）も行

っている。 

④活動の成果 

（活動実績がある 

場合） 

①三次市地域子育て支援センターDASAIYAのイベントにおいて保護者の居

場所づくりができている。 

②子育て中の保護者の身近な相談相手として、保護者の子育てに対する悩

みを解決し、安心して子育てができる環境づくりに寄与している。 

③ともえ教室に来室する子供たちを継続的に見守る活動を通じて、子供た

ちが安心して来室できる雰囲気づくりに寄与している。また、来室した子供を

介して親との接点も生まれており、保護者の相談対応につなげていくことが

期待される。 

⑤活動財源 

（複数チェック可能） 

☐文部科学省補助事業（事業名：                        ） 

☐文部科学省委託事業（事業名：                        ） 

☐厚生労働省事業（事業名：                           ） 

☐地方公共団体単独事業として実施 

☐特段の予算措置はない（自主的に活動を実施） 

その他の支援により活動を実施 

  （ 市や地元自治連合会の支援で対応                    ） 

 


